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第４章 都市の課題の分析・抽出 

１．都市の課題の分析・抽出 

町民の意向と上位関連計画の整理及び都市構造に係る基礎データの整理から、以

下の課題を分析・抽出しました。 
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都
市
構
造 

人
口
・
世
帯
動
向 

・松伏町の人口は２８,２６６人、世帯数は１０,７４０世帯（令和２年度

の国勢調査）です。平成２２年をピークに減少に転じています。 

・市街化区域内では人口密度が４０％以上となるエリアが多く、８０％以

上となるエリアもあり、人口が集中しています。将来推計では人口密度

の低下が予想されています。 

・高齢化率は市街化区域では３０％未満、市街化調整区域では３０％以上

となっています。２０４５年（令和２７年）将来推計では町全域で４０％

以上となることが予想されています。 

土
地
利
用
・
開
発

動
向 

・市街化区域は、町全域の１６.１％で、人口密度は７３.８％となってお

り、コンパクトな市街地が形成されています。 

・市街化区域面積２６１ｈａに対し、人口集中地区は２８１ｈａとなり、

市街化調整区域にＤＩＤが広がっています。 

・土地利用は、市街化区域は住宅用地が主体、市街化調整区域は田と集落

が主体の地域となっています。 

都
市
機
能 

・行政機能は、松伏町役場が立地しています。 

・高齢者福祉機能は、市街化区域内及び北部地域に立地しています。 

・子育て機能は、町全体に点在していますが、市街化区域内は徒歩圏に多

くの施設が立地しています。 

・商業機能は、市街化区域内は様々なタイプの施設が立地しています。 

・医療機能は、町全体に点在しています。 

・文化機能は、松伏記念公園周辺に集積しています。 

市
街
地
整
備

状
況 

・土地区画整理事業が１５１.９ｈａにわたり実施され、市街化区域の５

８％を占めており、都市基盤の整った市街地が形成されています。 

・都市計画道路の整備が進められており、令和７年には（都）東埼玉道路

及び（都）浦和野田線の一部開通が見込まれています。 

公
共
交
通 

・鉄道駅がなく公共交通はバス・タクシーのみとなっています。 

・1 日に３０本以上のバス停留所が多く、市街化区域内はおおむねバス停

３００ｍ圏内となっています。 

防
災
・
減
災 

水
害 

土
砂
災
害 

・町のほぼ全域が浸水想定区域となっています。 

・市街化調整区域に小規模な土砂災害特別警戒区域が 1か所、土砂災害警

戒区域が２か所あります。 
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 町民意向と上位関連計画等の方向性  立地適正化計画で

対応すべき 

松伏町の課題 

人
口
・
世
帯
動
向 

・第６次総合振興計画では、こどもや高齢者にやさしいまちづく

りを重点戦略に位置付けています。 

・国立社会保障・人口問題研究所公表の将来推計人口は、２０３

０年（令和１２年）で２５,４２９人、２０４０年（令和２２

年）で２２,２１０人、２０４５年（令和２７年）で２０,５８

６人です。（令和２年国勢調査をもとにした推計値） 

・町民意向では、今後５年間で取り組むべきこととして、「人口

減少に対する取り組み」や「子育てのための支援・相談体制」

等が上位になっています。 
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１．人口減少・高

齢化に対応した快

適な暮らしの確保 

 

土
地
利
用
・ 

開
発
動
向 

・人口構造の変化への対応と都市課題の解決を目指した「コンパ

クト＋ネットワーク」のまちづくりが望まれています。 

・まちづくり埼玉プランや整開保では、コンパクトなまちの実現

が位置付けられています。 

 ２．まちの活性化

と暮らしの魅力づ

くり 

 都
市
機
能 

市
街
地
整
備
状
況 

・整開保において、ゆめみ野地区は生活拠点に位置付けられてい

ます。 

・町民意向では、住みにくさを感じる点として、「娯楽や食事を

楽しむ場がない」、「通勤通学、都心に出るのが不便」、「医療環

境が恵まれていない」が上位になっています。 

・町民意向では、「静かであること、自然環境が良いこと」が魅

力となっています。 

公
共
交
通 

・第６次総合振興計画では、次世代につなぐ活気とにぎわいのあ

るまちづくりが重点戦略に位置付けられ、地域公共交通の維持

とともに、公共交通の拠点としてバスターミナルを併設した道

の駅の設置推進やＢＲＴ（バス・ラピッド・トランジット）など将

来を担う交通網の整備促進を目指しています。また、高速鉄道

東京８号線の整備促進を位置付けています。 

・（都）東埼玉道路と（都）浦和野田線の整備が進められており、

松伏町の道路ネットワークの大きな変化が見込まれています。 

・町民意向では、町が今後５年間で取り組むべきかについて、「充

実した公共交通網の整備」が、また、１０年後松伏町がどのよ

うな町になれば住み続けたいかについて、「公共交通の利便性

が高いまち」との回答が第１位となっています。 

３．公共交通の利

便性の向上 

 

水
害 

土
砂
災
害 

・激甚化する風水害や土砂災害が全国各地で頻発し、大規模自然

災害への対応が大きな課題となっています。 

・整開保では、災害のおそれのある区域について、都市計画を活

用して新たな宅地化を抑制するなど、地域の実情に即した方策

を講じるよう方向付けられています。 

４．水災害に対応

した防災性の高い

住環境づくり 

  



46 

２．松伏町の課題                         
 
 

・松伏町では２００９年（平成２１年）をピークに人口が減少傾向にあり、将来人

口推計においても人口減少及び人口密度の低下が見込まれています。また今後２

０年の間に高齢化が進行し、それに伴い、都市機能の維持が困難になることが懸

念されます。 
・松伏町では、市街化区域内人口密度も高くコンパクトな市街地が形成されていま

すが、人口の維持を図り、今後もこの特性を維持したまちづくりが望まれます。 
・また、人口減少・高齢化の進行に対応し、誰もが安心して暮らせる機能の維持が

求められます。 
→立地適正化計画では【居住誘導区域の設定】、【都市機能誘導区域・誘導施設の

設定】【誘導施策】で対応を検討します。 

 

  
 

・松伏町では、静かであること、自然環境が良いことが暮らしの魅力となっていま

す。一方で、５年後、１０年後の町へ望むものとして、子育て支援の充実や環境

の整備を望む声も多くみられます。 
・松伏町に現在ある魅力を大切にしながら、更に町民に愛される町となるよう、多

様な暮らしのニーズに対応した都市機能施設の立地誘導を図ることにより、まち

の活性化や暮らしの魅力づくりを進めていくことが望まれます。 
→立地適正化計画では【都市機能誘導区域・誘導施設の設定】【誘導施策】で対

応を検討します。 

 

  
 

・松伏町には、鉄道がなく公共交通はバス・タクシーのみとなっており、町民意向

では、通勤・通学、都心へのアクセスが不便であることや、公共交通の充実に対

する要望が強くなっています。 
・（都）東埼玉道路及び（都）浦和野田線の整備が進められており、道路環境の大き

な変化が見込まれています。これを契機とした沿道土地利用や、公共交通の拠点

としてバスターミナルを併設した道の駅の設置推進、ＢＲＴ（バス・ラピッド・

トランジット）など将来を担う交通網の整備促進とともに、高速鉄道東京８号線

の整備促進が位置付けられており、今後のまちづくりを踏まえた公共交通の充実

への取り組みが期待されます。 
→立地適正化計画では【誘導施策】で対応を検討します。 

 

  

１．人口減少・高齢化に対応した快適な暮らしの確保 

３．公共交通の利便性の向上 

２．まちの活性化と暮らしの魅力づくり 
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・松伏町には、江戸川、中川の流域で、町域の広範囲が浸水想定区域に指定されて

おり、災害リスクの分析により、防災性の高い環境づくりを進める必要がありま

す。 
→立地適正化計画では【防災指針】で対応を検討します。 

４．水災害に対応した防災性の高い住環境づくり 
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